
 

 

 

 

■お客様の施工現場から■   在来タイル浴室の全面改修/船橋市大穴北 Ｔ様邸 

築２５年、建坪３０坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、このたび、工事のご依頼を頂きましたこちらの方

は、以前より、お世話になってまいりました、市川市在住のお客様からのご紹介で、浴室を全体的にリフォーム

されたいとのことでした。そこで、お伺いの上、拝見させて頂きますと、浴室広さは０．７５坪、浴槽は樹脂製、

床と腰高壁はタイル貼りで、天井と壁の上部はモルタル塗り仕上げでした。しかし、長年の間、手入れが行き届

かなかったため、床や壁のタイルの部分には、広範囲にわたり、ヒビ割れ・剥がれ・カビ等が目につき、浴室ド

ア下の床板も腐食している状態でした。 

このため、浴室全体を解体し、ユニットバスへの置き換えをご提案致しましたが、ご家族の人数も多く、工事期

間も長期にわたるため、今回は、既存の浴槽・シャワー水栓・ガス給湯器はそのまま残し、浴室ドアと腐食した

床材は取り替え、既存の床タイル部は全て解体して新規のタイルを貼り、腰高壁タイル部は現状のタイルの上か

ら新しいタイルを重ね貼りし、さらに、モルタル壁と天井は塗装仕上げとさせて頂きました。 

そして、着手から約１週間にて全ての作業を完了させて頂き、浴室全体も明るくなり、清潔感も向上 

致しましたので、お客様もご満足されておられることと思われます。 

■ひとり言■   こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

健康維持と肥満対策の一つとして、定期的に毎週２～３日、早朝５時には起床して決まっ

たコースを１時間半程かけて早足散歩をしております。本来であれば、真冬の寒い時期で

も散歩を続けなければならないところではありますが、ついつい寒さのために実行できず

に冬を越してしまいました。 

そこで、このままではいけないと気持ちを奮い立たせ、ようやく３月から早朝散歩を開始

し、約３ケ月が経ちましたが、大変残念なことに、体重はほとんど変化もなく、今後の減

量の方法が問われる毎日です。 

しかし、一方、散歩コースでもあります北方町の市川市民プールからは、東京スカイツリ

ーも眺められ、さらに、空気の澄んだ日には、まだ、山頂付近が雪でおお 

われた富士山の姿が見られることもありますので、これからも健康維持と 

肥満防止のため早朝散歩を継続してまいりたいと思います。 
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■暮らしのたより■  遮熱塗料で夏を快適に！  

太陽の熱を反射し、住まいをまるごと日差しから守ってくれる遮熱塗料。室内の温度上昇を抑え、

冷房費も節約できます。これから、天気の良い日には、室内の暑さが気になる季節がやってきます。 

窓から入る太陽光も厚さの原因の一つですが、屋根や直射日光が降り注ぐことにより屋根の表面温

度が上がってしまうことも、室内が熱くなる原因です。太陽に照らされている屋根の表面温度は、

夏場は５０～８０度になるとも言われています。 

そこで、最近注目されているのが遮熱塗料です。遮熱塗料とは太陽光のうち建物が熱くなる原因で

ある赤外線を高反射して、表面の温度上昇を抑えることができる塗料です。遮熱塗料を屋根に塗る

と、天候などにもよりますが、表面温度の上昇を１５～２０度ほど抑えられると言われています。

このため、室内の温度を２～３度下げることができるので、冷房にかかる電気代も抑えられます。 

金属屋根は表面がとても熱くなるため、遮熱塗料を塗ると効果的です。遮熱塗料を選ぶときは、色

の選択も大切で、明るく薄い色は反射率が高くなるため、黒など暗く濃い色よりもおすすめです。 

また、塗装の表面が汚れると遮熱効果が低下するので、防汚性の高いものを選ぶのもポイントです。 

エアコンをつけても部屋の中がどうにも暑い。そんなお悩みには遮熱塗料を試して 

みませんか？ 


